
1　重要な会計方針

　（1） 固定資産の減価償却の方法

建物附属設備、什器備品　…　定率法によっている。

ソフトウエア  … 定額法によっている。

　（2） 引当金の計上基準

退職給付引当金　…　期末退職給付の要支給額に相当する金額を計上している。

　（3） 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　　　　(単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

  定期預金 405,605,000 0 0 405,605,000

小　　計 405,605,000 0 0 405,605,000

特定資産

 退職給付引当預金 7,640,333 900,250 0 8,540,583

 調査研究特定預金 2,846,228 1,568 0 2,847,796

小　　計 10,486,561 901,818 0 11,388,379

合　　　計 416,091,561 901,818 0 416,993,379

3　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　　　　(単位：円）

( うち指定正味財 ( うち一般正味財 ( うち負債に

　産からの充当額） 　産からの充当額） 　　対応する額）

基本財産

 定期預金 405,605,000  (             0 ) (405,605,000) 　　　　　─

小　　計 405,605,000  (             0 ) (405,605,000) 　　　　　─

特定資産

 退職給付引当預金 8,540,583 　　　　　─  (             0 ) (8,540,583)

 調査研究特定預金 2,847,796 (2,847,796)  (             0 ) 　　　　　─

小　　計 11,388,379 (2,847,796)  (             0 ) (8,540,583)

合　　　計 416,993,379 (2,847,796) (405,605,000) (8,540,583)

財務諸表に対する注記

科　　目 当期末残高



４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　　(単位：円）

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

 建物附属設備 1,850,895 1,588,478 262,417

 什　器　備　品 4,674,228 3,965,569 708,659

 ソ フ ト ウ エ ア 54,937,036 31,943,276 22,993,760

合　　　計 61,462,159 37,497,323 23,964,836

５　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

　　(単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上の

記載区分

 補助金

  ｻｰﾋﾞｽ等生産性向上IT導入
  支援事業費補助金 経済産業省 － 693,250 693,250 － －

 助成金

  国際会議誘致助成金
公益財団法人
東京観光財団

－ 989,000 989,000 － －

－ 1,682,250 1,682,250 －合　　　計


